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　20世紀中頃を中心に，デンマークでは数多
くの優れた家具がデザインされた。小国デン
マークにおいてこれらの家具が短期集中的に
誕生した背景の一つとして，1927年から1966
年にかけて毎年開催されたコペンハーゲン
キャビネットメーカーズギルドによる展覧会
が挙げられる。この展覧会は，コペンハーゲ
ンを中心とした家具職人組合が，販売促進を
目的として開催した家具見本市を起点として
いるが，開催を重ねる毎にデザイナーや建築
家と家具職人との協働によって生まれた新作
家具を発表する場として成熟していった。こ
の展覧会については，先行研究や関連書籍に
おいて頻繁に紹介こそされているが，詳細な
分析，研究が十分行われたとは言い難い。
　本研究では，コペンハーゲンキャビネット
メーカーズギルドによる展覧会の40年間に亘
る活動をまとめた展示図録集，『40 years of 
Danish furniture design』を基に，各年代の
参加メーカーやデザイナー，そして家具の素
材やスタイルの変化などについて分析を行う。
本図録は家具デザイナーであり，インテリア
雑誌『モビリア』の編集長としても活躍した
グレーテ・ヤルク（1920-2006）が中心と
なってまとめたものである。ナチス・ドイツ
によって統治された第二次世界大戦期間中も
途切れる事無く開催された展覧会を開催年，
会場，メーカー，デザイナー，素材，写真，
当時の新聞記事からの抜粋などの情報によっ
て詳細に記録した本図録は，20世紀中頃のデ
ンマーク家具デザインの変遷を客観的な視点
で俯瞰する上で最適な資料といえよう。本研
究ではこの図録の情報をデータベース化し，

それを基に詳細な分析を行った。
　キャビネットメーカーズギルドとは家具職
人組合を意味する。デンマーク語ではスニー
ガラオ（Snedkerlaug）といい，その歴史は
1554年まで遡ることができる。この家具職人
組合は独自に店舗を持ち，富裕層を中心とし
た顧客への販売窓口となっていたが，同時に
製品のクオリティにばらつきが出ないよう品
質管理も行っていた。さらにはこうした役割
に加えて若い職人の学びの場としても機能し
ていたのは注目に値する。
　デンマークの家具職人育成システムはマイ
スター制度と家具職人組合がうまく役割を分
担しながら機能していた。マイスターは家具
職人の親方として品質の高い家具を製作する
傍ら，優れた技術が途絶えないよう若い家具
職人を育成することも大変重要な役割であっ
た。具体的には職人としての実務的な技術指
導は親方が行い，一方で製図法や材料の買い
付け方，そして帳簿の付け方など，工房の経
営に必要な知識ついては組合が夜間授業を実
施して教育した。このバランスのよい育成シ
ステムのおかげで，若い家具職人はマイス
ターとなるための技術と知識の両方を効率よ
く身に着けることができたのである。
　デンマークの家具職人はマイスター制度に
よって培ったクラフトマンシップを活用して
長らく富裕層を中心とした国内向けの家具を
製作してきたが，1920年代に入ると海外から
の安価な家具や工場で量産される粗悪な家具
が流通し，従来の市場を奪われ始めた。そこ
で，長年受け継がれてきた技術の高さを消費
者にアピールすることを目的に企画したのが
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キャビネットメーカーズギルドによる展覧会
である。
　展覧会場はアクセルボーやテクノロジカ
ル・インスティテュート，コペンハーゲン産
業協会など暫くの間転々としたが，1939年以
降は工芸博物館に落ち着いている。また40年
の間に，のべ78名の家具職人と230名以上の
家具デザイナーや建築家が参加している。
　本展覧会は，家具デザイナーや建築家と家
具職人が協力することにより，数多くの名作
家具が生み出された場として知られているが，
当初から両者の協力が盛んに行われていたわ
けではない。長年作り続けてきた富裕層に向
けた家具ではなく，デザインを一般市民に開
放することにより社会的な格差を無くすとい
うモダニズムの考えに基づいた家具を作るこ
とに，多くの家具職人は抵抗を感じたと推察
できる。また，海外から入って来る安価な家
具に市場を奪われつつある状況の中で，需要
があるのかどうか分からないモダンな家具を
作ることに対し，後ろ向きだったともいえよ
う。そのため展覧会初期の1920年代後半から
30年代前半にかけては，家具職人自らがデザ
インした，決してモダンとはいえない家具が
数多く展示されていた。
　しかし時代の変化をいち早く認識した一部
の家具職人達によって，家具デザイナーや建
築家と組んでモダンな家具をつくるという新
たな可能性が試行された。この試みを後押し
したのが1933年から導入されたデザインコン
ペティション制度である。これは展覧会に先
立って公募した家具のデザイン案を家具職人
が実作し，展覧会に出品したものである。こ
のコンペティションによって，展覧会は若い
家具デザイナーの登竜門として発展した。
　しかしながら，全ての家具職人がこの時代
の変化に追随できたわけではなかった。一部
の職人は家具デザイナーとの協働を拒否した

り，取り組んではみたもののうまくいかず，
途中で展覧会への参加をやめてしまったケー
スが複数存在することが，データベースから
も確認できる。
　一方で開催を重ねるにつれ，家具デザイ
ナーと家具職人が協働して作品を制作し，出
品しているケースが増加していったことも本
研究で明らかになった。
　加えて出展作品の材料にはウォルナットや
オークの他に，現在はワシントン条約などに
よって流通が制限されているマホガニーや
チーク，そしてローズウッドといった高級材
も頻繁に使われていたことも分かった。この
ような高級材を用いた家具は当時のデンマー
ク人にとっても当然高価なものであり，特に
戦後の不景気の中，若い人々にとってなかな
か手が届くものではなかったはずである。ま
た，大規模な家具工場における大量生産では
なく，家具職人による少量生産であったこと
もデンマークのモダン家具が高価なものと
なってしまった要因だといえよう。
　キャビネットメーカーズギルドによる展覧
会において生み出された数多くの家具は，世
の中の新しい動きに敏感で，かつ経済的にも
余裕があったデンマーク中流階級以上の人々
を中心に受容された。また海外においては，
工場で生産された無機質な量産品が溢れてい
たアメリカを中心に，高いクラフトマンシッ
プにより作られたデンマークスタイルのモダ
ン家具が高く評価され，フィン・ユールやハ
ンス・ウェグナーがデザインした家具を中心
に大ヒットしたのである。この海外での人気
が70年代以降の衰退期の引き金となってし
まったのは皮肉なことだといえよう。
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